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人口と世帯
北アルプス広域圏

（令和8年9月1日現在　長野県調べ）

人　口　52,522人
世帯数　23,438世帯

▞ 広域連合議会５月・８月定例会
▞ 令和７年度決算について
▞ 広域連合からのお知らせ
▞ 北アルプスエリアイベントカレンダー

主
な
内
容

　みなさんは“氷河”をご存じでしょうか。
　白馬村では、関係機関や研究者等と連携し、村内の雪渓を対象として
氷河の可能性に関する調査を実施してきました。令和８年7月13日、本
調査に関する学術論文が受理され、白馬沢雪渓が国内で10カ所目の氷河
であることが確認されました。
　氷河とは、「陸上で重力によって常に流動している多年性の氷雪の集
合体」と定義されています。夏に融けきらずに越年する雪渓は「多年性
雪渓」と呼ばれ、氷体を持つものもありますが、氷河との違いは「顕著
な流動現象を示さないこと」とされています。（日本雪氷学会,2014）
　白馬村では既に唐松沢雪渓、不帰沢雪渓、杓子沢雪渓の３カ所が氷河
として確認されており、白馬沢雪渓は村内で４カ所目となります。
　白馬村は、今後もこれら氷河を含む北アルプスの多様な自然環境を活
かした山岳ツーリズムの推進や、学校教育・生涯学習における地域学習・
環境教育の題材として活用していく方針です。これにより、地域内外の
多くの人々に氷河の存在意義や魅力を伝え、白馬村の自然環境の素晴ら
しさと環境保全の重要性を広く周知していきます。

白馬沢雪渓、村内で4カ所目の氷河に

白馬大雪渓

白馬村は令和８年９月30日で
村制施行70周年を迎えました

白馬沢氷河を下から見上げる

白馬沢氷河

杓子沢氷河
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５
月
定
例
会
開
催

　
令
和
８
年
５
月
15
日
に
５
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
報
告
案
件
４
件
、
事
件
案
件
１
件
、
条
例
案
件
１
件

の
議
案
が
上
程
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

組
織
に
関
す
る
こ
と

　
総
務
常
任
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
、
宮
澤
正
廣
議

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
広
域
連
合
議
会
議
員

任
期
と
同
じ
で
す
。

　
ま
た
、
松
川
村
並
び
に
小
谷
村
の
広
域
連
合
議
会
議

員
の
申
し
合
わ
せ
任
期
満
了
に
よ
り
広
域
連
合
議
会
議

員
の
構
成
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

◇
令
和
７
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
▼
一
般
会
計(

第
５
号)

　
▼
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
特
別
会
計(

第
５
号)

　
▼
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計(

第
５
号)

　
▼
老
人
福
祉
施
設
等
事
業
特
別
会
計(

第
４
号)

　
　
　
い
ず
れ
も
事
業
実
績
に
基
づ
く
計
数
整
理

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

◇
高
規
格
救
急
自
動
車
の
更
新

条
例
の
制
定
・
改
正
に
つ
い
て

◇
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
執
行
機
関
の
附
属
機
関
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
つ
い
て　

▼
各
委
員
会
等
の
任
期
に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の

一
般
質
問
（
要
旨
・
抜
粋
）

薄
井　
孝
彦　
議
員
（
池
田
町
）

「
北
ア
ル
プ
ス
地
域
に
お
け
る
介
護
資
源
の
維
持
、

確
保
に
向
け
た
広
域
連
合
の
取
り
組
み
」

　
介
護
老
人
保
健
施
設
「
虹
の
家
」
の
民
間

移
行
に
伴
う
諸
課
題
、
移
行
の
進
捗
状
況
と

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

　
虹
の
家
の
運
営
に
つ
い
て
、
運
営
移
管
に
向

け
、
昨
年
度
か
ら
関
心
を
示
し
た
民
間
の
社
会

福
祉
法
人
と
の
意
見
交
換
や
市
立
大
町
総
合
病
院
と
の

調
整
を
進
め
な
が
ら
、
公
募
に
向
け
た
条
件
整
備
を
進

め
て
い
る
。

　
現
在
は
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
箇
所
の
確
認

を
は
じ
め
、
維
持
管
理
費
の
試
算
や
移
管
条
件
の
整
理

な
ど
に
つ
い
て
、
一
つ
ひ
と
つ
精
査
を
行
っ
て
お
り
、

6
月
中
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
公
募
実
施
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
民
間
移
管
後
に
お
い
て
も
利
用
者
が
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
安
心
し
て
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

環
境
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
な
要
件
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
公
募
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
の
施
設
の
入

所
定
員
及
び
通
所
定
員
に
よ
る
運
営
規
模
を
基
本
的
な

条
件
の
一
つ
と
す
る
と
と
も
に
、
現
在
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
方
々
が
引
き
続
き
円
滑
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
よ
う
、
事
業
者
の
選
定
や
引
き
継
ぎ
に
あ
た
っ
て

十
分
配
慮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
求
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
職
員
に
つ
い
て
も
、
希
望
す
る
職
員
の
雇
用

所属委員会

市町村名
及び氏名（敬称略）

総
務
常
任
委
員
会

福
祉
常
任
委
員
会

ご
み
処
理
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

大
町
市

傳刀　健 【議長】 ● ●

山本　みゆき ● ◎ 〇

二條　孝夫 【監査委員】● ●

西澤　和保 ● ●

栗林　陽一 〇 ●

小澤　悟 〇 ●

大和　幸久 ● ●
池
田
町

横澤　はま 【副議長】 ● ●

薄井　孝彦 ●

服部　久子　 ●
松
川
村

矢口　あかね （新） ● ◎

平林　幹張 （新） ●

石腰　隆史 （新） ●
白
馬
村

太田　伸子 ◎ ● ●

丸山　和之 ● 〇

切久保　達也 ● ●
小
谷
村

宮澤　正廣 ◎ ● ●

横澤　匠 （新） ● ●
※（新）：新たに選出された議員
　◎委員長、○副委員長、●委員

議 会

問問答答
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の
継
続
や
処
遇
の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
と
と

も
に
、
職
員
の
個
々
の
意
向
に
つ
い
て
面
談
に
よ
り
丁

寧
に
把
握
し
必
要
な
配
慮
が
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
。

「
大
規
模
災
害
に
お
け
る

　
　
　
　
　
広
域
消
防
の
対
応
に
つ
い
て
」

　

大
規
模
地
震
発
生
時
に
お
け
る
救
出
と
防

災
体
制
は

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
内
で
大
規
模
地
震
が
発
生

し
た
場
合
の
対
応
と
課
題
に
つ
い
て
は
、
近
年
、

当
地
域
で
震
度
５
以
上
の
地
震
が
複
数
回
発
生
し
て
い

る
状
況
も
あ
り
、
地
域
住
民
の
不
安
が
高
ま
っ
て
お
り
、

大
規
模
地
震
の
発
生
を
想
定
し
て
備
え
る
こ
と
は
極
め

て
重
要
と
考
え
て
い
る
。
救
助
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
県
消
防
学
校
救
助
課
程
に
職
員
派
遣
を
行
い
、
地

震
発
生
時
の
救
助
方
法
に
つ
い
て
研
修
を
積
む
こ
と
や
、

防
災
の
日
の
防
災
訓
練
、
県
内
の
合
同
訓
練
で
倒
壊
建

物
を
想
定
し
た
救
助
訓
練
を
行
い
、
震
災
時
に
お
け
る

救
助
技
術
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
更
に
、
画
像
探
知

機
1
台
を
保
有
す
る
と
と
も
に
、
大
町
市
と
共
同
で
小

型
重
機
を
配
備
し
、
地
震
に
よ
り
倒
壊
し
た
建
物
な
ど

か
ら
の
救
助
態
勢
に
つ
い
て
も
整
備
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
県
消
防
相
互
応
援
協
定
に
基
づ
く
応
援
体
制

に
加
え
、
県
庁
内
に
設
置
す
る
災
害
対
策
本
部
内
の
消

防
応
援
活
動
調
整
本
部
に
参
画
し
、
緊
急
消
防
援
助
隊

や
自
衛
隊
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
も
確
立
し
て

い
る
。
今
後
は
、
被
災
情
報
の
迅
速
な
集
約
と
共
有
強

化
、
限
ら
れ
た
人
員
や
資
機
材
の
効
果
的
運
用
が
課
題

で
あ
り
、
合
同
訓
練
や
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を

通
じ
て
、
地
域
の
皆
様
の
安
心
、
安
全
の
確
保
に
向
け

引
き
続
き
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

栗
林　
陽
一　
議
員
（
大
町
市
）

「
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
」

　
介
護
保
険
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
、
当
地

域
の
要
介
護
認
定
率
が
低
い
要
因
に
つ
い
て

　
高
齢
化
率
が
県
平
均
を
上
回
る
一
方
で
要
介

護
認
定
率
が
下
回
っ
て
い
る
背
景
に
は
、
各
市

町
村
が
人
口
減
少
や
担
い
手
不
足
と
い
う
共
通
課
題
に

対
し
、
特
性
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
き
た
政
策
の
積
み
重
ね
が
、
総
体
と
し
て
反
映

さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
分
析
を
し
て
い
る
。
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
高
齢
者
の
状
況
把
握
や
相

談
対
応
、
介
護
予
防
の
普
及
、
自
立
支
援
を
継
続
し
て

実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
認
定
前
の
段
階
で
体
操
教
室
な

ど
の
予
防
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
促
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

住
民
主
体
の
通
い
の
場
や
見
守
り
活
動
、
フ
レ
イ
ル
予

防
や
健
康
づ
く
り
施
策
に
よ
り
、
高
齢
者
が
地
域
で
役

割
や
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
環
境
整

備
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
高
齢
者
の
健
康
状
態

が
比
較
的
良
好
に
保
た
れ
、
要
介
護
状
態
へ
の
移
行
や

認
定
率
の
上
昇
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　
今
後
も
、
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の
状
態
に
応
じ
た
切

れ
目
の
な
い
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
全
体
で

支
え
合
う
体
制
の
充
実
や
、
相
談
窓
口
の
周
知
を
図
り
、

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
介
護
保
険
の
広
域
化
は
、
保
険
財
政
の
安

定
化
に
ど
の
よ
う
に
効
果
が
あ
っ
た
の
か

　
広
域
化
に
よ
る
効
果
の
一
つ
と
し
て
、
同
じ

負
担
で
同
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
安

定
し
た
体
制
が
確
保
で
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
実

際
に
当
圏
域
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
は
県
平
均
を

１
０
０
と
し
た
場
合
１
２
９・
５
と
高
水
準
だ
が
、
介

護
保
険
料
は
全
国
平
均
の
６
２
２
５
円
を
下
回
り
、
第

８
期
と
同
額
の
５
８
０
０
円
に
据
え
置
か
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
財
政
面
に
お
い
て
も
、
広
域
連
合
と
し
て
一

定
規
模
の
介
護
保
険
給
付
準
備
基
金
を
確
保
し
、
こ
れ

を
保
険
料
水
準
の
抑
制
に
活
用
し
て
き
て
お
り
、
こ
の

点
も
広
域
化
の
効
果
の
１
つ
と
認
識
し
て
い
る
。
一
方

で
、
高
齢
化
の
進
展
や
施
設
の
整
備
等
に
つ
い
て
、
市

町
村
ご
と
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
に
差
が
生
じ

た
場
合
で
も
、
広
域
全
体
で
財
政
運
営
す
る
こ
と
で
、

特
定
市
町
村
へ
の
負
担
集
中
を
防
げ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　
国
も
広
域
化
を
小
規
模
市
町
村
の
安
定
的
か
つ
効
率

的
な
制
度
運
営
に
有
効

と
位
置
付
け
て
お
り
、

こ
う
し
た
仕
組
み
が
介

護
保
険
財
政
の
安
定
化

に
大
き
く
寄
与
し
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

問問

問問

問問

答答

答答

答答
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切
久
保　
達
也　
議
員
（
白
馬
村
）

「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
と

　
　
　
　
最
終
処
分
場
延
命
化
に
つ
い
て
」

　
ご
み
の
削
減
目
標
達
成
が
困
難
と
な
っ
た

要
因
と
今
後
の
課
題
、
対
策
に
つ
い
て

　

ご
み
処
理
基
本
計
画
の
目
標
達
成
が
難
し

か
っ
た
主
な
要
因
と
し
て
、
当
圏
域
の
社
会
環

境
の
変
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
１
人
１
日
当
た
り
の
排
出

量
は
10
月
１
日
時
点
の
人
口
を
基
に
算
出
し
て
い
る
が
、

こ
の
時
期
は
冬
季
観
光
シ
ー
ズ
ン
前
で
人
口
が
少
な
く
、

数
値
に
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
分
析
し
て
い

る
。
事
業
系
ご
み
は
増
加
傾
向
に
あ
る
一
方
、
目
標
値

を
下
回
っ
て
お
り
、
長
期
滞
在
型
の
簡
易
宿
泊
施
設
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
生
活
系
ご
み
と
の
分
別
が
適
切
に

行
わ
れ
て
い
な
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

令
和
４
年
以
降
は
人
流
回
復
に
伴
い
、
ビ
ニ
ー
ル
や
合

成
樹
脂
類
が
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。
今
後
の
目
標
達

成
に
向
け
て
は
、
特
に
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
化
の

定
着
と
周
知
が
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
可
燃
ご
み
に

多
く
含
ま
れ
る
紙
類
の
重
点
的
な
分
別
の
徹
底
が
不
可

欠
で
あ
る
。

　
焼
却
灰
等
の
資
源
化
、
再
利
用
に
つ
い
て

　　
焼
却
灰
や
ガ
ラ
ス
く
ず
な
ど
の
不
燃
残
渣
は
、

現
時
点
で
は
安
全
性
、
品
質
、
コ
ス
ト
の
課
題

か
ら
、
資
源
化
や
再
利
用
は
限
定
的
で
あ
る
。
ガ
ラ
ス

び
ん
と
異
な
り
、
破
砕
残
渣
に
は
粒
径
や
材
質
の
異
な

る
も
の
が
混
在
し
、
色
や
成
分
、
硬
度
に
も
ば
ら
つ
き

が
あ
る
た
め
、
再
生
材
と
し
て
求
め
ら
れ
る
均
質
性
を

安
定
的
に
確
保
で
き
ず
、
路
盤
材
な
ど
へ
の
活
用
が
難

し
い
。
ま
た
、
ガ
ラ
ス
や
陶
磁
器
を
選
別
、
均
質
化
す

る
に
は
高
度
な
破
砕
、
選
別
設
備
が
必
要
で
、
処
理
費

用
が
高
額
と
な
る
一
方
、
当
広
域
連
合
で
は
処
理
量
が

限
ら
れ
、
費
用
対
効
果
が
見
合
わ
な
い
。
焼
却
灰
に
つ

い
て
は
、
他
地
域
で
セ
メ
ン
ト
原
料
化
や
ス
ラ
グ
化
に

よ
る
再
利
用
事
例
が
あ
る
が
、
重
金
属
な
ど
に
対
す
る

安
全
性
の
確
保
、
品
質
の
安
定
化
、
運
搬
や
処
理
経
費

が
課
題
で
あ
り
、
現
時
点
で
の
導
入
は
難
し
い
状
況
で

あ
る
。
今
後
は
技
術
進
展
や
先
行
事
例
を
踏
ま
え
、
関

係
市
村
と
連
携
し
て
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

８
月
定
例
会
開
催

　
令
和
８
年
８
月
10
・
12
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
８
月

定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
事
案
件
１
件
、
条
例
案
件
１
件
、
決
算
認
定
案
件

５
件
、
予
算
案
件
５
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

組
織
に
関
す
る
こ
と

　
監
査
委
員
と
し
て
、
小
谷
村
の
松
沢
勉
氏
の
選
任
に

つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
９
月
１
日
か
ら
４

年
間
で
す
。

条
例
の
制
定
・
改
正
に
つ
い
て

◇
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
職
員
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

▼
人
事
院
規
則
の
改
正
に
伴
い
、
特
殊
勤
務
手
当
の

額
を
改
め
る
も
の
。

令
和
７
年
度
決
算
状
況

　
各
会
計
の
決
算
額
及
び
歳
入
歳
出
額
に
つ
い
て
は
、

次
の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

令
和
８
年
度
補
正
予
算

▼
一
般
会
計
（
第
１
号
）

　
前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補

正
、
市
町
村
負
担
金
の
精
算
が
主
な
も
の
。

▼
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補
正
。

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
増

額
が
主
な
も
の
。

▼
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補

正
、
市
町
村
負
担
金
の
精
算
、
過
年
度
分
介
護
給
付

費
交
付
金
償
還
金
及
び
給
付
準
備
基
金
積
立
金
の

増
額
が
主
な
も
の
。

▼
老
人
福
祉
施
設
等
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補

正
、
鹿
島
荘
管
理
費
の
増
が
主
な
も
の
。

問問問問 答答答答

議 会
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介護老人保健施設事業特別会計
■歳入（単位：千円）

療 養 介 護 費 収 入 2億3,721万9千円
繰 越 金 315万2千円
諸収入・財産収入・寄附金等 65万円
繰 入 金 200万円
市 町 村 負 担 金 2,744万4千円

合計 2億7,046万5千円

■歳出（単位：千円）

介護老人保健施設
事業費 2億6,545万6千円

合計 2億6,545万6千円

（注）各会計の合計額は、千円未満の調整により差異があります。

一般会計（広域事務局、北アルプスエコパーク、広域消防、葬祭場他）

介護保険事業特別会計

令和７年度広域連合各会計の決算状況について

24億3,732万4千円
（前年比：▲18.6％）
24億3,732万4千円
（前年比：▲18.6％）

23億3,828万6千円
（前年比：▲18.5％）
23億3,828万6千円
（前年比：▲18.5％）

使用料及び手数料
　　8,252万7千円
国庫支出金　
　　4,085万5千円
県支出金
　　1,430万3千円
繰越金
　　1億2,310万1千円
諸収入・財産収入・繰入金
　　1,571万6千円
連合債
　　8,170万円

公 債 費　
1億495万5千円

諸支出費　
756万2千円
土 木 費　

2,608万1千円

議会費 58万4千円
総務費 2億4,039万円
民生費 5,838万円

分担金及び負担金
　　20億7,912万3千円

歳入
24億3,732万4千円
（前年比：▲18.6％）

歳出
23億3,828万6千円
（前年比：▲18.5％）

衛生費
9億3,288万1千円

消防費
9億6,745万4千円

73億7,703万7千円
（前年比：＋1.66％）
73億7,703万7千円
（前年比：＋1.66％）

73億36万6千円
（前年比：＋1.73％）
73億36万6千円
（前年比：＋1.73％）

支払基金交付金
　　18億3,939万円

県支出金　
　　10億2,863万円
繰越金
　　8,013万3千円
手数料・財産収入・諸収入
　　264万9千円
繰入金
　　7,311万8千円

諸支出費　
5,467万9千円
地域支援事業費　
3億7,823万8千円
基金積立金 　
2,892万7千円

総務費 2億3,488万5千円

保険料
14億3,797万4千円

分担金及び負担金
11億4,279万5千円

国庫支出金
17億7,234万7千円

歳入
73億7,703万7千円
（前年比：＋1.66％）

歳出
73億36万6千円
（前年比：＋1.73％）

保険給付費
66億363万7千円

事業費内容
議会費：
　議会開催のための費用
……………………………………
総務費：
　広域連合事務局の運営費等
……………………………………
民生費：
　障害支援区分認定審査会費、
　低所得者保険料軽減事業費等
……………………………………
衛生費：
　葬祭場運営費、ごみ処理広
　域化推進事業費等
……………………………………
消防費：
　消防救急業務運営費
……………………………………
土木費：
　市町村が行う公共土木工事
　設計監理費用
……………………………………
公債費：
　地方債償還金

ふるさと市町村圏事業特別会計
■歳入（単位：千円）

財 産 収 入 349万3千円

繰 入 金 756万2千円

繰 越 金 509万3千円

合計 1,614万8千円

■歳出（単位：千円）

ふるさと市町村圏
振興事業費 1,090万9千円

合計 1,090万9千円

老人福祉施設等事業特別会計
■歳入（単位：千円）

分 担 金・ 負 担 金 1億8,782万円
サ ー ビ ス 収 入 3,788万6千円
繰 越 金 3,906万4千円
繰 越 金 180万円
諸収入・財産収入・寄附金等 489万8千円

合計 2億7,146万8千円

■歳出（単位：千円）

民 生 費 2億3,256万6千円

合計 2億3,256万6千円
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広
域
消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

長
野
県
消
防
相
互
応
援
隊

　
　
　
　
　
合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　
県
内
で
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
際
に
備
え
、
消
防

虹
の
家
の
事
業
移
管
に
向
け
て

　
介
護
老
人
保
健
施
設
「
虹
の
家
」
は
、
平
成
９
年
の
開
設
以
来
、

地
域
の
高
齢
者
福
祉
を
支
え
る
重
要
な
施
設
と
し
て
運
営
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
件
費
や
物
価
の
高
騰
に
よ
り

運
営
の
状
況
が
悪
化
す
る
中
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
し
た
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
体
制
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
民
間
事
業
者
の
持
つ
専

門
性
や
柔
軟
な
発
想
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
運
営
が
必
要
と
判

断
し
、
民
間
へ
の
事
業
移
管
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
年
７
月
に
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
移
管
先
事
業

者
の
選
定
審
査
委
員
会
を
実
施
し
、
こ
の
た
び
「
社
会
福
祉
法
人

北
ア
ル
プ
ス
の
風
」を
移
管
先
候
補
者
と
し
て
選
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
北
ア
ル
プ
ス
の
風
と
の
具
体
的
な
移
管
条
件
等
の
協

議
を
行
い
、
基
本
協
定
の
締
結
や
引
継
ぎ
な
ど
の
移
管
準
備
を
進

め
、
令
和
９
年
４
月
か
ら
の
民
間
に
よ
る
運
営
開
始
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
に
つ
き
ま
し
て

は
、
事
業
移
管
後
も
継
続
し
て
施
設
が
利
用
可
能
と
な
る
よ
う
移

管
先
と
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
利
用
者
や
ご
家
族
の
皆
さ
ま
へ
の
丁
寧
な
説
明
と
円
滑

な
引
継
ぎ
に
努
め
、
事
業
移
管
が
実
現
し
た
際
に
は
、
在
宅
復
帰

や
介
護
支
援
に
つ
な
が
る
サ
ー
ビ
ス
が
継
続
し
て
提
供
さ
れ
る
よ

う
、
移
管
先
事
業
者
に
対
し
十
分
な
配
慮
を
広
域
連
合
と
し
て
求

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
の
協
議
の
経
過
や
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
域
連
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
説
明
会
等
を
通
じ
て
、
随
時
お
知
ら
せ
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
利
用
者
・
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
は
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
お
り

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

相
互
応
援
協
定
に
よ
り
長
野
県
内
の
13
消
防
本
部
か
ら

応
援
隊
が
参
加
す
る
、「
令
和
８
年
度
長
野
県
消
防
相

互
応
援
隊
合
同
訓
練
」
を
開
催
し
ま
す
。

長
野
県
消
防
相
互
応
援
隊
と
は

　
普
段
は
各
地
域
で
消
防
業
務
に
当
た
っ
て
い
る
県
内

消
防
本
部
の
各
種
部
隊
が
、
県
内
に
お
い
て
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
際
に
被
災
地
の
人
命
救
助
活
動
等
を
効

果
的
か
つ
迅
速
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
管
轄
区
域
を
越

え
て
集
結
し
消
防
広
域
応
援
を
行
う
も
の
で
す
。
地
域

を
越
え
て
駆
け
つ
け
、一
致
団
結
し
て
人
命
を
守
り
ま
す
。

訓
練
概
要

１　
開
催
期
日

　
令
和
８
年
10
月
24
日(

土)

か
ら
10
月
25
日(

日)

２　
訓
練
会
場

　
10
月
24
日(

土)

　
☆
部
隊
集
結
訓
練
☆

【
部
隊
が
一
時
的
な
目
標
地
点
に
進
出
す
る
訓
練
】

JA
ア
プ
ロ
ー
ド
会
館
駐
車
場

　
☆
野
営
訓
練
☆

【
訓
練
参
加
部
隊
が
テ
ン
ト
を
設
営
し
野
営
す
る
】

大
町
市
文
化
会
館
駐
車
場
一
帯

10
月
25
日(

日)　

☆
部
隊
運
用
訓
練
☆

【
長
野
県
総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
実
戦
的
な
訓
練
】

大
町
市
運
動
公
園
、
高
瀬
川
観
音
橋
西
河
川
敷
、

市
立
大
町
総
合
病
院

３　
主　
　
催　
　
長
野
県
消
防
長
会

４　
参
加
部
隊　
　
県
内
消
防
相
互
応
援
隊

　
　
消
火
・
救
助
・
救
急
隊
等　
44
隊
、
143
名

　
　
長
野
県
消
防
防
災
航
空
隊

　
　
隣
接
県
消
防
防
災
航
空
隊　
５
機

５　
訓
練
の
特
色　

①
山
間
地
特
有
の
複
合
災
害
を
想
定
し
た
訓
練

②
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
及
び
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
情

報
収
集
、
救
助
活
動
訓
練

③
県
内
消
防
本
部
の
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
技
術
を

駆
使
し
た
救
出
救
助
訓
練

問い合わせ  北アルプス広域消防本部 警防係
電　話  0261-22-0735

消 防

介護施設
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エ
コ
パ
ー
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ

エ
コ
パ
ー
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ

【　
大
町
市
・
白
馬
村
・
小
谷
村
に
お
住
い
の
皆
さ
ま
へ　
】

可
燃
ご
み
に
金
属
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

虹
の
家 

納
涼
祭

　
夏
の
恒
例
行
事
「
納
涼
祭
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
浴
衣
を
希
望
さ
れ
た
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
は
浴
衣
姿
で
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

い
つ
も
と
は
少
し
違
う
華
や
か
な
雰
囲
気
と
な

り
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

よ
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
職
員
に
よ
る
出
し
物
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
最
後
は
職
員
に
よ
る
力

強
い
太
鼓
演
奏
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
食
事
に
は
、
お
寿
司
や
ケ
ー
キ
バ
イ
キ
ン
グ

　
可
燃
ご
み
の
中
に
、
金
属
製
品
や
金
属
部

品
が
混
入
す
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
北
ア
ル
プ
ス
エ
コ
パ
ー
ク
で
は
、
可
燃
ご
み

を
焼
却
処
理
し
て
い
ま
す
が
、
金
属
は
燃
え
ず

に
焼
却
炉
内
に
残
り
ま
す
。
特
に
、
鍋
や
フ
ラ

イ
パ
ン
、
工
具
、
金
属
製
の
部
品
な
ど
が
混
入

す
る
と
、
焼
却
設
備
や
灰
を
搬
送
す
る
機
械
の

損
傷
・
故
障
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
焼
却
後
の
灰
に
多
く
の
金
属
が
混
入
す

る
と
、そ
の
後
の
処
理
に
も
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
や
充
電
式

電
池
を
使
用
し
た
製
品
は
、
収
集
・
処
理
の
過

程
で
発
火
し
、
火
災
に
つ
な
が
る
危
険
が
あ
り

が
並
び
、
お
酒
も

楽
し
み
な
が
ら
、
皆

さ
ん
思
い
思
い
に
夏

の
ひ
と
と
き
を
満

喫
さ
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
笑

顔
と
笑
い
声
に
包

ま
れ
た
こ
の
一
日
は
、

利
用
者
の
皆
さ
ん

と
職
員
に
と
っ
て
、

心
に
残
る
大
切
な
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

ま
す
の
で
、
絶
対
に
可
燃
ご
み
に
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　
ご
み
を
出
す
前
に
、
も
う
一
度
袋
の
中
を
確

認
し
、
金
属
類
は
各
市
村
の
分
別
方
法
に
従
っ

て
正
し
く
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

　
安
全
で
安
定
し
た
ご
み
処
理
と
資
源
の
有

効
活
用
の
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇問い合わせ◇問い合わせ
　◦記事の内容について
　　北アルプスエコパーク　エコパーク管理係
　　　電話　0261-85-5311
　◦ごみの分別方法・収集日程などについて
　　大町市生活環境課　環境衛生係　
　　　電話　0261-22-0420（代表）
　　白馬村住民課　環境衛生係
　　　電話　0261-85-0715（直通）
　　小谷村住民福祉課　住民係
　　　電話　0261-82-2581（直通）

可燃ごみに含まれていた
金属ごみ

燃えずに残ってしまいます

８月21日長野県150周年記念祭典の
信濃の国合唱にＺＯＯＭで参加しました
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北アルプスエリア　Winter Season EVENT CALENDAR
詳しくは、各市町村または各市町村の観光協会・観光局・観光連盟等へお問い合わせください。　　《市外局番 0261》

イベントが急遽変更、中止となる場合があります。
開催の可否等、事前にイベント主催者へお問い合わせをしてからご参加ください。

10
月

10月3日（土）～
9日（金）

栂池自然園紅葉ウィーク
栂池自然園　小谷村観光連盟
■☎ 82-2233

栂池自然園では、例年9月から10月中旬にかけて
紅葉が見られます。白馬三山が冠雪する時期には、
雪と紅葉、針葉樹の緑による三段紅葉が楽しめます。

10月17日（土） 第13回　松川村米蔵日本酒祭り
松川村収蔵庫　やすらぎ公園内　
松川村米蔵日本酒祭り実行委員会
■☎ 62-3109  https://www.vill.matsukawa.nagano.jp/

松川村産酒米を使用する13の蔵元が一堂に集結！
ここでしか味わえない、おいしく楽しいひとときを
ご堪能ください。

10月17日（土）～
18日（日）

第3回 HAKUBA LOVERS FESTIVAL
グリーンスポーツの森　ラバーズ実行委員会
ホームページを参照
https://www.instagram.com/hakuba_lovers_festival/

北アルプスコーヒーサミット主催の白馬を愛する
人のためのお祭り。キッチンカーの旨いもの出店、
子供向けのワークショップ、ハロフリマ出店。

10月25日（日） 北アルプス山麓・りんごの小径　ウォーキング秋
安曇野ちひろ公園　松川村観光協会
■☎ 62-6930  https://www.matsukawamura.com/

北アルプスと紅葉を見ながら乳川遊歩道や史跡を
地元ガイドと歩き、リンゴと新そばを味わう秋限
定のウォーキング。

10月31日（土） あづみ野いけだまちワインまつり2026
あづみ野池田クラフトパーク　あづみ野いけだまち
ワインまつり実行委員会・池田町役場振興課
■☎ 62-3127  

北アルプスを望みながらワインを楽しむイベント。
ワイン好きはもちろん、これからワインを楽しみ
たいという方にもぴったりです。

10月〜11月ごろ おたり新そば祭り
村内各店舗　小谷村観光連盟
■☎ 82-2233

村内数店舗で新そば粉使用のお料理をご提供。お
食事をして貰えるスタンプを集めて応募すると、
抽選で豪華景品が当たります。

11
月

11月７日（土） 安曇野まつかわ秋祭り収穫祭
道の駅安曇野松川寄って停まつかわ
収穫祭実行委員会（松川村役場経済課内）
■☎ 62-3109　https://www.vill.matsukawa.nagano.jp/

秋の実りに感謝し、収穫の喜びを分かち合うイベ
ント。農産物の販売、模擬店、餅まき、ステージ
イベントなどを開催予定。

12
月

12月12日（土）～
2027年
3月14日（日）予定

爺ガ岳スキー場オープン
HAKUBAVALLEY爺ガ岳スキー場
爺ガ岳スキー場
■☎ 22-0551　https://jiigatake.com/

最高のデビューゲレンデ！今シーズンもおトクな
大町市民シーズン券、池田町・松川村民向けシー
ズン券も販売いたします。大好評のレディース
デーやその他新規イベントも開催予定。

12月12日（土）～
2027年
3月22日（月）予定

鹿島槍スキー場オープン
HAKUBAVALLEY鹿島槍スキー場
鹿島槍スキー場
■☎ 23-1231　https://www.kashimayari.net/snow/

【長野県民割を実施中】絶景×スリル×ポケモンの
大冒険！子どもも大人も夢中になれる鹿島槍ス
キー場で最高の冬の思い出を。

12月31日（木) 八方尾根スキー場カウントダウン
八方根スキー場
ホームページを参照  https://www.happo-one.jp/

打ち上げ花火や大抽選会を予定

12月31日（木) エイブル白馬五竜カウントダウン
エイブル白馬五竜スキー場
ホームページを参照
https://www.hakubaescal.com/winter/

打ち上げ花火ほかイベントを予定

令
和
９
年
１
月
～
３
月

１月下旬予定 岩岳感謝祭
白馬岩岳スノーフィールド　(株)岩岳リゾート
ホームページを参照
https://iwatake-mountain-resort.com/winter

毎年恒例の「岩岳感謝祭」は、大釜豚汁の振舞いや
お餅つき・抽選会などを予定。 ぜひこの機会にお
友達をお誘いの上、白馬岩岳スノーフィールドへお
越しください。

１〜２月予定 WEEKEND 5連続花火祭り
八方尾根スキー場
ホームページを参照　https://www.happo-one.jp/

八方尾根火祭りまでの花火祭り

2月
毎週土曜日
6・13・20・27日

第25回大町温泉郷　夢花火と音の祭典2027
大町温泉郷観光協会
■☎ 22-3038

～幻想的に光輝く冬のファンタジー～　冬の凛と
した寒さの中に勇壮な太鼓の演奏と打上花火の饗
宴。会場で、毎週キッチンカーの販売もあります。

３月予定 白馬五竜&47 スノーフェスティバル 2027
エイブル白馬五竜スキー場　(株)五竜
ホームページを参照
https://www.hakubaescal.com/winter/

冬の空に舞い上がる美しい花火を見にきませんか？
みんなで雪に感謝し、お祝いしましょう！松明滑
走・大龍滑走。ナイター無料！この日だけ！

４月予定 スプリングフェスティバル
八方尾根スキー場
ホームページを参照  https://www.happo-one.jp/

トークショーや抽選会など


